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モノを動かす技術で世界中のお客様にとびきりの笑顔と感動をご提供すべく
テルミック、S&S、Vekoma、FORRECと共に、常に技術と品質を追求し

We Grow, New “TEAM Sansei”！を合言葉に一段の進化・成長を目指します
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2025年3月期中間：連結業績ハイライト01

売上高 23,375 27,350 +3,975

営業利益 523 475 ▲47

経常利益 609 742 +133

親会社株主に帰属
する中間純利益

247 303 +56

市場環境の回復により、遊戯機械事業及び舞台設備事業で増加

売上高は増加したものの、一部に不採算工事などで微減

[売上高]

[営業利益]
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2025年3月期中間：セグメント別ハイライト01

遊戯機械

海外を中心に工事が進捗し、補修部品の需要も引き続き

強かったものの、一部の不採算工事や債権回収の遅れが

ありました。

舞台設備

コンサートやイベント向け仮設舞台装置の需要が大きく

伸びたことに加え、常設の舞台機構でも改修工事が順調

に進捗、完工しました。

昇降機

公共施設や集合住宅用の改修工事が着実に進捗したこと

に加え、保守・メンテナンス事業も引き続き堅調に推移

しました。

【セグメント別概況】 【2025年3月期中間セグメント売上高】

62%

28%

10%

遊戯機械

舞台設備

昇降機

売上高

27,350
百万円
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2025年3月期中間：遊戯機械事業01
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2025年3月期中間：舞台設備事業01

回復傾向
コロナ下はコンサートやイベント向け

仮設舞台装置の需要が減少したが、着実に回復傾向
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2025年3月期中間：昇降機事業01

安定的に推移

コロナ下を通しても、売上・利益ともに安定的に推移
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（単位：百万円） 2024年3月期（実績） 2025年3月期（予想）

売上高 52,307 64,000

営業利益 3,162 5,100

経常利益 3,604 5,400

親会社株主に帰属する
当期純利益

2,072 3,300
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[配当政策]

株主への利益還元を重要な経営課題の一つと考え以下の点を総合的に勘案し配当金を決定しております。

①長期かつ安定的な利益還元 ②当期収益の水準 ③手持受注工事の期末残高

配当予想02

配当金額
（円）
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2023年12月、テーマパーク等のコンセプト提案、デザイン企画、設計コンサルティングを手

掛ける、カナダ FORREC Ltd.を傘下に有する Laird Holdings Inc.の株式の 70％を取得し子会
社化することについて決議し、株式譲渡契約を締結しました。

【株式の取得の理由】
Laird Holdings Inc.が有する事業子会社である FORREC Ltd.は、世界中のアミューズメント

パーク、テーマパーク、遊園地や商業施設等に対し、コンセプト提案、デザイン企画、
設計コンサルティング業務等を提供しており、社内に40名の建築等有資格者、
60名のデザイナーを抱え、斯業では世界 No.1 の企業です。

本件買収により、当社はオランダ子会社 Vekoma社
及び米国子会社 S&S Worldwide社と共に、
アミューズメントパーク等向けに、デザイン・設計、
遊戯機械製造から販売までを一気通貫で手掛け、
”ワンス トップサービス”の利便性を世界中の遊園地に
提供するユニークな企業グループとなります。

トピックス03

【FORRECグループ子会社化】

13



Vekoma社はスウェーデンの遊園地Furuvikにローラーコースター「Lightning」を納入しまし

た。乗降場をスタート直後、わずか3 秒で時速75km のスピードに到達し、エキサイティングな
ツイストやターン、無重力感を感じる動きがテンポよく続きます。全長430メートルのコースの
1周目が終わり、ライドは時速40kmで乗降場を通過し、再度時速75kmまで加速し出発して2周
します。スリルのあるライドに、身長100cmから乗車可能であり、お子様も含めた家族皆で楽
しむことができます。

トピックス03

【スウェーデンの遊園地にローラーコースター「Lightning」を納入】
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ＪＲ大阪駅前「ＪＰタワー大阪」内のＳｋｙシアターＭＢＳは2024年3月に開場しました。
さまざまな演目に対応できて好評だったシアターＢＲＡＶＡ！の使いやすさ、自由度や観やす

さを継承し、更に進化させた、あらゆる創造力に応える劇場です。最新のフレキシブルな設備を
備え、約1,300席でありながら、舞台と客席の一体感が感じられる空間は、お客様・演者ともに
最上のコンディションを生み出します。どの席からも観やすい配置の座席は、座り心地にもこだ
わり、長時間でもストレスなくご観劇いただけます。また、クラシックホール並みの遮音設計に
加え、最新の音響設備の導入で、演目に適した極上の音空間を創り出します。

当社は吊物、幕地、束立床（演目に応じて形状を変えられる組立式の舞台）などの舞台機構設
備と搬入用エレベーターを納入いたしました。

トピックス03

【ＳｋｙシアターＭＢＳに舞台機構を納入】

撮影：古川泰造撮影：古川泰造
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会社概要04

会社名

従業員（連結）

上場取引所

：三精テクノロジーズ株式会社

：1951年2月27日

：東京証券取引所 スタンダード市場

設立

資本金 ：3,251百万円（2024年3月末現在）

売上高（連結） ：52,307百万円（2024年3月末現在）

：1,364人（2024年3月末現在）
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テーマパーク、その世界に入り込んで、記憶に残る楽しい時間を過ごすこと。

グループ企業であるS&S Worldwide社（アメリカ）、Vekoma社（オランダ）、

FORREC社（カナダ）と共に、コンセプトデザインからアートディレクション、そし

て遊戯機械の提供まで、その素晴らしい体験を世界中にお届けします。

事業紹介：遊戯機械04
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1952年から舞台機構の老舗メーカーとして国内トップの納入実績を有しています。

その豊富な経験を元に、様々な用途・演出に対応する常設の舞台機構設備を提供す

るとともに、テルミック社は国内大物アーティストのコンサートからTV番組、イベン

トに向けて様々なサービスを提供してきました。お客様を別世界へと誘う感動をお届

けするバックステージを支えながら、出演者が輝くための演出プランをカタチにし、

観客に最高の瞬間を提供できるように支えています。

事業紹介：舞台設備04
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昇降機事業では、住宅用エレベーターからダム用エレベーターまで多種多様な昇降機

を取り扱っております。

保守サービス事業では、当社が納入した舞台機構・昇降機の機器管理・メンテナンス

(遠隔監視、定期保守、法定点検・検査)から改修工事まで、24時間365日、製品ライフ

サイクルの全てをサポートする充実した体制を確立しています。

事業紹介：昇降機、保守サービス（舞台機構・昇降機）04
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